
 

 

「令和 7 年度助産実践能力強化のためのスキルアップ研修」実施要領 

主催：石川県 公益社団法人石川県看護協会（石川県受託事業） 

 

１．事業目的 

  助産師をはじめ産科医療に携わる者を対象とした専門的な研修を実施することで、助産実践能力

の向上を図り、本県の産科医療提供体制の充実・強化を図る。 

 

２．研修目標 

助産実践能力強化のために必要な診断・ケアに関する知識および技術について、講義をとおして

習得する。 

 

３．日時・内容（研修テーマ） 

研修№１ 9 月 14 日（日）10 時～12 時半  無痛分娩の基礎知識と助産師としての関わり  

研修№２ 11 月 16 日（日）10 時～12 時半  臨床薬理～トピックスを交えて～ 

研修№３ 12 月 7 日（日）10 時～12 時半   授乳支援～意思決定のためのプロセス～        

研修№４ 1 月 12 日（月・祝）10 時～12 時半 胎児心拍モニタリングの判読とリスク時の対応  

＊すべて対面研修とする 

 

 

４．対象（参加条件） 

助産実践のスキルアップに関心がある県内の医療機関に勤務または在住の看護職。 

定員 各研修 50 名 

＊定員超過の場合は、助産師の受講を優先する。養成施設の中では助産師課程の教員を優先する。 

     

５．申込方法 

  公益社団法人石川県看護協会 HP 又は右 QR コードより申し込む。 

  石川県看護協会 HP⇒教育計画⇒WEB 申し込み 

 

【申込締め切り】 

研修№１ 令和 7 年 8 月 29 日（金）       

研修№２ 令和 7 年 10 月 31 日（金） 

研修№３ 令和 7 年 11 月 21 日（金） 

研修№４ 令和 7 年 12 月 19 日（金） 

 

  【問い合わせ先】石川県看護協会 塚脇：076－208-3606 

                   E-mail : josanshi-t@nr-kr.or.jp 

 

６．受講決定 

参加申し込み受付完了時点で受講決定とする。 

 

７．受講証明書の交付 

研修№１～4 のそれぞれにおいて、受講証明書を交付する。 

CLoCMIP レベルⅢ（アドバンス助産師）認証申請に必要な選択研修又は必須研修となっており、

研修修了書を交付する（助産師のみ） 

※ 遅刻者、早退者には交付しません。 

 

８．受講料 

無料 

 

 

 



 

 

令和７年度 研修プログラム 

 

研修 No1 無痛分娩の基礎知識と助産師としての関わり      アドバンス助産師選択研修 

ねらい 安全で満足のいく無痛分娩となるための、助産師としての役割について理解できる 

内 容 1硬膜外麻酔の基礎知識 

2麻酔中の分娩管理、合併症について 

3助産師が行う産前教育と意思決定支援について 

講 師 村上 弘一：恵愛みらいクリニック院長 

彦野 亜希子：恵愛みらいクリニック看護師長 

東出 恵子：恵愛みらいクリニック助産師 

日 時 令和７年９月 14日（日）10：００～12：30 

場 所 石川県地場産業振興センター 本館第 7研修室（1F） 

 

研修 No2 臨床薬理～トピックスを交えて～           アドバンス助産師必須研修 

ねらい 妊娠期・分娩期・産褥期における薬剤の影響について考えることができる 

内 容 1産婦人科診療ガイドラインについて 

2妊娠中の薬剤投与の特徴と問題点 

3胎児への影響と有益性・必要性の検討 

4子宮収縮薬と医療事故 

5陣痛誘発と陣痛促進時の子宮収縮薬の基礎知識 

6授乳中の薬剤投与の特徴、児や母乳への影響など 

＊事前テスト・確認テスト 

講 師 石丸 美保：金沢医療センター産婦人科医師 

鎌田 日向子：金沢医療センター薬剤部 薬剤師 

日 時 令和７年 11 月 16日（日）10：００～12：30 

場 所 石川県看護協会 研修室（2F） 

 

No3 授乳支援～意思決定のためのプロセス～           アドバンス助産師必須研修 

ねらい 母子と家族にとって最適な授乳支援に繋げることができる。乳腺炎等のトラブル発

生時の適切な対応と支援を知ることができる 

内 容 1授乳・離乳支援ガイドについて 

2母乳育児成功のための 10か条について 

3乳腺炎重症化予防のためのケアについて 

 フローチャートの活用と演習、授乳方法など 

＊事前テスト・確認テスト 

講 師 吉田 みち代：ゆたか助産院院長 

日 時 令和７年 12 月 7日（日）10：００～12：30 

場 所 石川県看護協会 研修室（2F） 

 

No4 胎児心拍モニタリングの判読とリスク時の対応        アドバンス助産師必須研修 

ねらい 胎児モニタリングに関する原理原則を理解し、分娩経過にそったモニタリングの波

形の判読と適時報告および対処法のスキルアップができる 

内 容 1胎児心拍数の変動のメカニズム 

2分娩時の経時的変化の中での波形の解釈 

3リスク所見の適時報告と方法、助産師に求められる対応 

4脳性麻痺事例の CTG 

＊グループワーク、判読練習 

＊事前テスト・確認テスト 

講 師 鏡 京介一：金沢大学附属病院産科婦人科医師 

日 時 令和 8 年 1月 12日（月・祝）10：００～12：30 

場 所 石川県立図書館 研修室（2F） 


